２０１７．３．３
Ｎo.１０３０号

2017自治労県職労春闘の柱

民間春闘に連帯し、過重労働の撲滅、非正規の雇用・労働条件の改善を！

雇用主としての「働かせ方」改革と欠員補充＆人員確保、臨任・非常勤職員の処遇改善を！

１．過重労働の撲滅

（１）考え方

○　2016県労連確定闘争では、自治労県職労の強い主張や電通問題を発端とした社会状況の変化等により、「長時間・過重労働の撲滅」を重点課題に押し上げ、①パソコンのログを利用した労働時間管理、②人員増も含む対策の実施、③労使での検証、を確認して妥結しました。

○　2月8日に発表された2017年度の定数においては、ほとんどの部局で「時間外勤務の削減に向けた増員」を勝ち取りました。

○　合計25人の増は、職場実態からすれば、「焼け石に水」の増員ですが、この間の「人員は抑制基調」から方向転換させた意義は、大きなものがあります。

○　ただ当局は、「働き方」改革と称して、①21時以降の残業禁止、②ノー残業デーの遵守、③残業の事前命令の三つを「基本的な取り組み」としています。

○　この三つの取組みは、過去にも繰り返し行われ、成果が得られなかった取組みです。現に12月からの取組みでは、「21時以降残業ができないので、朝早く出勤している」「職場で残業できないので、近くのファミレスで仕事をしている」「仕事を家に持ち帰っている」等々、早くもほころびが生じています。

○　黒岩知事は2月議会の代表質問に対して、「12月は80時間超の時間外はゼロ」と答弁していますが、職場実態とは大きく乖離しており、当局のこうした認識を改めさせる必要があります。

○　誰もすき好んで長時間労働をしている訳ではありません。県民のためにやらなければならない仕事が、時間内では終わらないから残業や休日出勤をしているのです。

○　そうした職員に責任があるかのような「働き方」改革という考え方は、到底容認できません。

○　当局が行うべきことは、雇用主として「働かせ方」の改革をすることです。

○　長時間労働は、仕事量に比べて人員が不足していること、不合理な仕事の仕組みが大きな原因と考えられます。

○　当局は確定交渉で確認したとおり、まず、パソコンのログ等を活用して正確な労働時間管理を行い、部局・職場ごとの実態把握の上に、具体的な改善策を実施する義務があります。
（２）具体的な取組み

○　確定交渉で確認した、パソコンのログのデータ提供と、それに基づく労使での協議を求めます。
○　月80時間超の時間外をした職員については、当局にその実態と原因を明らかにさせます。

○　36協定の届出をしている所属については、その協定内容と在庁時間の実態を明らかにさせます。

○　月80時間超の残業が行われている事業場等に対する労働基準監督署による監査指導（立入調査）が徹底されたことを踏まえて、県職員の労働基準監督機能を有する人事委員会に対して、同様の措置を求めます。
２．人員確保の取組み

（１）考え方

○　この間の闘いにより、2017年度の職員定数は、ほとんどの部局で「時間外勤務の削減に向けた増員」を勝ち取りましたが、長時間・過重労働を解消するには程遠い程度の増員にすぎません。

○　自治労県職労は、今春闘の柱の一つを人員確保闘争に位置づけ、まず、来年度の採用人員確保を当面の課題とし、支部・協議会組織を有する、職業訓練指導員、児童相談所福祉職等を中心に春闘期の要求前進をめざします。

○　4月の人事異動において欠員や人員不足が生じ、早期の補充要求が上がった職場については、年度途中の補充をめざし、人員確保闘争を強化します。

○　また、今後実施を予定しているアンケートを踏まえ、分会交渉、支部・協議会交渉、本部交渉を積み上げます。
（２）具体的な取組み
○春闘期

・　長時間・過重労働を撲滅するために、配置定数の上乗せや確定交渉で確認した「定数管理とは別の人員増」を求めます。

・　児童相談所について、過重労働を解消し、抜本的な人員体制を求めるため、保健福祉支部と連携して県民局交渉を行います。

・　本庁における異常な実態を改善するために、特に保健福祉局に対しては保健福祉支部と連携して、年度途中も含めた人員配置を求めます。

・　「時間外勤務の削減に向けた増員」を行わなかった部局に対して、その理由を質し、必要な増員を求めます。
○闘争スケジュール
・第1段：配置・欠員把握（4月当初）⇒春闘要求提出交渉での欠員補充等の要求⇒4月当初の配置状況の確認⇒春闘要求回答交渉での欠員補充・追加配置等の要求

・第2段：組合員アンケートで要求把握（6月上旬）⇒人員確保交渉（6月中）

・2018年度配置に向けて：春闘交渉での採用要求（4月）⇒組合員アンケートで要求把握（6月上旬）⇒採用試験状況の確認（8月）⇒来年度要求職場討議（8月）⇒支部・協議会交渉（9月）⇒来年度要求確定（10月）⇒基本要求交渉（年内）
（３）職場・職域ごとの重点設定
各支部・協議会は、所管課・各局交渉を実施
３．公正労働の確立
県に関わる仕事が、低賃金、不安定雇用、劣悪な労働条件の温床になることは許されません。公正労働を確立することは、県内の雇用を拡大し、労働者の消費を増やし、結果、税収拡大にもつながります。
（１）再任用職員の賃金改善
〇　再任用職員の賃金水準は、年金の一部支給を前提に設定されたもので、年金の支給されない短時間再任用職員の賃金は低く抑えられており、抜本的な見直しを求めます。

〇　フルタイム再任用職員の賃金水準維持の運動を進めます。

（２）臨任・非常勤職員の雇用、賃金・労働条件改善
○　臨時的任用職員、非常勤職員の賃金・報酬改善を求めます。

○　行政補助員制度の抜本的見直しを強く求めます。

○　休暇等の労働条件については、職員と同等の処遇を求めていきます。

（３）指定管理制度の抜本的見直し
○　昨年7月、県の指定管理施設である「県立津久井やまゆり園」で、凄惨な事件が発生しました。

○　財政危機が叫ばれる中で、県の指定管理における人件費はギリギリまで切り下げられています。津久井やまゆり園もその例外ではなかったはずです。
〇　今回の事件の背景に、津久井やまゆり園の労働実態が関係あったのか、なかったのか、検証すべき課題です。
〇　指定管理料（主に人件費）を最低賃金ぎりぎりまで引き下げることが、県の福祉施策に合致しているとは到底思えません。政策転換を強く求めます。
４．あらたな仲間づくり
労使の約束事も県庁改革も人事制度も、労働組合の存在がなければ、おかしな方向に進んでしまうことが、この間の取組みでも明らかです。

賃金・労働条件はもとより、「健康で働きがいのある職場づくり」を実現するために労働組合は不可欠です。みんなで職場の問題や課題を声に出していきましょう。

○　新採用職員や組合未加入者の加入促進について、積極的に取り組みます。

○　再任用・臨任・非常勤職員の皆さんも、是非仲間に加わって下さい！

第51回いのくら県民のつどい

津久井やまゆり園殺傷事件と

障害者差別禁止条例

○日時：３月２５日（土）

総会13時～（開場12時30分）

　　　　講演13時40分～

○会場：神奈川県社会福祉会館　２階講堂

　　　　「横浜駅」西口徒歩15分、沢渡公園となり

○テーマ：◆津久井やまゆり園殺傷事件について

講師：香川　直幹さん

（神奈川新聞社　編集局　報道部）

◆障害者差別禁止条例の制定について

講師：崔　栄繁さん

（ＤＰＩ日本会議議長補佐）

　　　　　◆参加団体からのアピール

○参加費：自治労組合員は無料

※　参加ご希望の方は、組合事務所まで

県公務労協・交運労協

春闘総決起集会

日時：３月9日（木）１８時～

場所：反町公園
（ＪＲ東神奈川駅・東横線反町駅徒歩7分）
3.20いのちを守れ！

フクシマを忘れない

さようなら原発全国集会
日時：3月20日（月・祝）１３時30分～

場所：代々木公園
















































3.8国際女性デー


かながわの集い


○日時：３月3日（金）１８時３０分～20時


○会場：かながわ県民センター　２階ホール


○テーマ：「これからの女性の働き方」


講師：小林美希さん


（労働経済ジャーナリスト）


☆　男性の参加も歓迎！


※　参加ご希望の方は、組合事務所まで　











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































